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■ 加西市ホームページ　http://www.city.kasai.hyogo.jp
■ 加西市の市外局番は0790です。誌面では省略しています。

  KASAI データバンク
H30.4.30 現在（前月比） 

人口／ 44,558（+34）
4 月の出生数／ 23 人

男／ 21,750（+14）
死亡数／ 44 人

女／ 22,808（+20） 世帯数／ 17,815（+65）｜ ｜ ｜
■ 6/13、27 は市民課・国保医療課窓口を延長（17:15 ～ 19:00）
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加西市指定文化財の指定について 問合先／生涯学習課☎42-8775
　　　　fax43-1803  shishi@city.kasai.lg.jp

　加西市教育委員会は 5 月 30 日、文化財保護のため酒見寺（北条町北条）の境内建造物（全 6 棟）を市指定文化財に
指定しました。酒見寺は、天平 17 年（745）行基菩薩開基の伝承を持つ古刹で、多宝塔が重要文化財、鐘楼が県指定文
化財、山門が市指定文化財に指定されています。このたび、新たに本堂、御影堂、地蔵堂、護摩堂・持仏堂、常行堂、観
音堂の６棟を市指定文化財に指定しました。すでに文化財指定されている建造物群（多宝塔・鐘楼・山門）と併せ、江戸
時代前期から後期にかけ各年代の建築様式を守りつつ、大工村の宮大工である神田氏の、独自性の強い意匠を備えた建造
物群です。地域大工集団による建築活動の継続性と変化をみる上で、貴重な建造物群であると高く評価されています。
　また、住吉神社・羅漢寺（五百羅漢石仏）を含め、かつての酒見社の歴史的景観や環境の保全と活用を図るため、６棟
を一括での指定になりました。

酒見寺建造物群指定一覧

指定 名　称
建築年代

年　号 西　暦

市 / 新

本堂 元禄 2 年 1689
御影堂 17 世紀後期
地蔵堂 宝暦 4 年 1754
護摩堂・持仏堂 18 世紀
常行堂 19 世紀前期
観音堂 19 世紀中期

国 多宝塔 寛文 2 年 1662
県 鐘楼 寛文 4 年 1664
市 山門 文政 8 年 1825

▲酒見寺（本堂）

かさい  まちあそび 2018 問合先／文化・観光・スポーツ課☎42-8756
　　　　fax42-8745  kanko@city.kasai.lg.jp

体験プログラムの主催者を募集
加西市の豊富な地域資源を活かし、「ヒト・モノ・コト魅力発見」をテーマにした「か
さいまちあそび」を実施します。体験型プログラムを市内で実施していただける
個人や団体・事業所を募集します。詳しくは市 HP をご覧ください。
●体験型プログラムの条件　①広く参加者を募り、市民を中心に、加西市を訪れ
　る方を対象とすること。②加西市の「ヒト・モノ・コト」を活かしたプログラ
　ムであること。③プログラム主催者が企画・運営し、責任をもって実施すること。
　④参加費を徴収すること。
●体験型プログラムの例　座禅体験、野外活動体験、そば打ち体験、工場見学、
　まち歩き、手づくりアクセサリー教室、北条鉄道貸切列車など
●募集プログラム数　50 プログラム程度　　●募集期間　7/6（金）まで
●エントリー料　1 プログラム 2,000 円（ガイドブック制作費）
●かさいまちあそび開催期間　9/29（土）～ 11/4（日）　　●場所　加西市内

エントリー相談会を開催
かさいまちあそびにプログラム主催者としてかかわりたいけど不安…
そんな不安を和らげる相談会を開催します。やってみたい企画をお持ちください。
●日時　① 6/22（金）19:00 ～ 21:00　② 6/27（水）19:00 ～ 21:00
●場所　地域交流センター OA ルーム（一人 30 分程度。申込・予約は不要。）

▲北条鉄道の洗車

▲寄せ植え体験


